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３月定例会
平成29年度予算を可決

　
３
月
定
例
会
は
、
８
日
か
ら
17
日

ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
案
な
ど
町
長
提
出
30

件
、
議
員
提
出
２
件
の
全
32
議
案
が

審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
は
５
人
が
登
壇

し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
当
局
の

考
え
を
質
し
ま
し
た
。

一般会計予算額

	 ３７億７２８４万円
特別会計予算額合計

	 １２億２０７６万円
水道事業会計

	 　１億３３１３万円（収益的支出）

　　　　３３１８万円（資本的支出）

一　般　会　計

　新規事業として、保健医療福祉センター改修事業、消防ポンプ自動車購入事業、

小学校・中学校環境整備事業などに関する事業を実施。

町税
5億6,688万円

15.0％

町税
5億6,688万円

15.0％

町税
5億6,688万円

15.0％

分担金及び負担金
354万円  0.1％
使用料及び手数料
4,546万円  1.2％

財産収入
4,003万円  1.1％

繰入金
4億779万円

10.8％

繰入金
4億779万円

10.8％

繰入金
4億779万円

10.8％ 繰越金
5,000万円  1.3％
諸収入・寄附金
5,314万円  1.4％
地方譲与税
2,200万円  0.6％
交付金
8,092万円  2.1％

地方交付税
13億2,000万円

35.0％

地方交付税
13億2,000万円

35.0％

地方交付税
13億2,000万円

35.0％

国県支出金
5億1,858万円 

 13.8％

国県支出金
5億1,858万円 

 13.8％

国県支出金
5億1,858万円 

 13.8％

町債
6億6,450万円

17.6％

町債
6億6,450万円

17.6％

町債
6億6,450万円

17.6％

自主財源
30.9％

依存財源
69.1％

歳  入

議会費
5,983万円  1.6％

総務費
6億71万円

15.9％

総務費
6億71万円

15.9％

総務費
6億71万円

15.9％

民生費
5億8,136万円

15.4％

民生費
5億8,136万円

15.4％

民生費
5億8,136万円

15.4％

衛生費  1億9,658万円  5.2％

商工費  5,342万円  1.4％

土木費
8億5,515万円

22.7％

土木費
8億5,515万円

22.7％

土木費
8億5,515万円

22.7％

消防費
1億4,683万円  3.9％

教育費
4億8,988万円

13.0％

教育費
4億8,988万円

13.0％

教育費
4億8,988万円

13.0％

公債費
5億3,660万円

14.2％

公債費
5億3,660万円

14.2％

公債費
5億3,660万円

14.2％

諸支出金・災害復旧費
4,353万円  1.1％

予備費  600万円  0.2％歳  出

農林水産業費  2億295万円  5.4％
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平成29年度主なる事業（予算額1千万円以上）特別会計予算

地方創生事業 3,750万円

町民生活福祉バス運行事業 1,850万円

地域タクシー運行事業 2,130万円

老人福祉対策事業 1,671万円

心身障害福祉事業 8,936万円

児童手当支給事業 6,204万円

保健予防事業 3,110万円

震災対策事業 2,090万円

保健医療福祉センター改修事業 5,625万円

塵芥し尿処理事業 4,352万円

日本型直接支払交付事業 5,727万円

橋梁長寿命化修繕事業 6,510万円

道路維持事業 1億8,419万円

道路新設改良事業 9,516万円

まちづくり交付金事業 2億9,049万円

歴史的まちなみ整備事業 1億0,519万円

消防ポンプ自動車購入事業 2,337万円

語学指導外国青年招致事業 1,129万円

小学校環境整備事業 2,498万円

中学校環境整備事業 1,932万円

幼稚園整備事業 4,070万円

史跡慧日寺跡金堂展示物制作事業 2,000万円

国民健康保険 5億1,184万円

後期高齢者医療 4,087万円

介護保険 4億7,244万円

簡易水道 1,650万円

公団分収造林 2万円

農業集落排水事業 3,271万円

林業集落排水事業 1,498万円

公共下水道 1億2,416万円

個別生活排水事業 333万円

七ツ森地区下水道事業 391万円

水道事業　 収益的収入 1億4,727万円

           収益的支出 1億3,313万円

           資本的収入 1,066万円

           資本的支出 3,318万円

中学校周辺整備状況

まちづくり交付金事業 地  方  創  生  事  業

町道大寺六区日曹線整備事業

８, ３００万円

町道漆方仁渡線整備事業

３, ０００万円

公共施設駐車場整備事業

７, ６００万円

花川整備事業

９, ８４９万円

史跡慧日寺跡活用事業

３００万円

薬師信仰に根付いた薬草の里づくりの推進事業

１, ５５０万円

史跡慧日寺プロモーション事業

５００万円

住環境整備事業

１, ７００万円



4

地
方
創
生
事
業
に
つ
い
て

問�

　
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答�

　
薬
草
栽
培
実
証
実
験
は
、
実

証
田
の
土
壌
改
良
か
ら
土
づ
く

り
ま
で
行
い
、
ま
た
町
で
栽
培

可
能
な
薬
草
と
経
済
性
が
見
込

ま
れ
る
薬
草
を
抽
出
い
た
だ
い

て
お
り
、
平
成
29
年
度
に
作
付

け
し
ま
す
。
特
色
あ
る
教
育
に

向
け
た
人
材
育
成
事
業
は
、
研

修
や
幼
小
中
一
貫
教
育
に
関
す

る
勉
強
会
等
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補
助
に
つ

い
て

問�

　
補
助
に
よ
る
人
材
強
化
の
目

的
は
何
か
。

答�

　
平
成
29
年
度
か
ら
、
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
１
名

配
置
し
、
地
域
に
入
り
込
ん
で

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
し
た

り
、
健
康
づ
く
り
の
場
を
増
や

し
て
い
き
、
元
気
に
過
ご
し
て

い
た
だ
く
仕
組
み
づ
く
り
を
し

ま
す
。

町
道
橋
梁
の
長
寿
命
化
対
策
に
つ

い
て

問�

　
平
成
29
年
度
の
工
事
箇
所
は

ど
こ
か
。

答�

　
古
観
音
橋
と
日
橋
川
橋
の
２

橋
で
す
。
な
お
、
日
橋
川
橋
は

通
行
止
め
に
し
て
工
事
を
行
い

ま
す
。

教
育
支
援
員
の
配
置
に
つ
い
て

問�

　
教
育
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
る
の
か
。

答�

　
特
別
教
育
の
支
援
員
で
、
担

任
は
授
業
を
す
す
め
、
支
援
が

必
要
な
子
供
に
支
援
員
が
つ
き
、

支
援
す
る
も
の
で
す
。

一
　
般
　
会
　
計

水
道
事
業
会
計

問�

　
現
在
、
給
水
量
は
間
に
合
っ

て
い
る
の
か
。

答�

　
給
水
量
は
間
に
合
っ
て
お
り
、

若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

問�

　
公
共
下
水
道
経
営
戦
略
策
定

の
内
容
は
。

答�

　
下
水
道
事
業
経
営
の
独
立
採

算
は
、
財
政
的
に
か
な
り
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
長
期
的
に
安
定
し
た
事
業

運
営
を
継
続
し
て
い
く
た
め
、

経
営
戦
略
を
基
本
と
し
て
事
業

を
進
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
を
徐
々
に
減
ら
し
て
い
く

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

当
初
予
算
の
質
疑

　
　

反
対
討
論

　
町
民
側
に
立
っ
た
予
算
編
成
が

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
本
予
算

案
に
反
対
す
る
。

　
　

賛
成
討
論

　
重
要
な
も
の
は
計
上
さ
れ
て
お

り
、
継
続
事
業
予
算
も
将
来
に
向

け
て
の
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
本
予
算
案
に
賛
成
す

る
。

〈
採
決
の
結
果
　
賛
成
７
反
対
１

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
〉

問�

　
後
期
高
齢
者
の
人
数
は
、
将

来
的
に
ど
う
な
る
の
か
。

答�

　
人
口
減
に
伴
い
、
後
期
高
齢

者
数
も
減
っ
て
い
ま
す
が
、
75

歳
以
上
を
占
め
る
割
合
は
高
く

な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
若

い
世
代
も
減
っ
て
き
て
お
り
、

若
い
方
が
支
え
る
の
も
大
変
な

状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問�

　
医
療
費
の
額
と
平
成
30
年
度

か
ら
県
に
移
管
さ
れ
た
場
合
、

国
保
税
は
上
が
る
の
か
。

答�

　
平
成
27
年
度
の
国
保
医
療
費

は
、
一
人
当
り
33
万
７
千
円
、

一
世
帯
当
り
58
万
８
千
円
で

す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら

県
に
移
管
さ
れ
た
場
合
、
国
保

税
は
上
が
る
と
思
い
ま
す
。
な

お
、
県
は
激
変
緩
和
を
検
討

中
で
、
今
年
10
月
頃
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
示
さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

問�

　
平
成
29
年
度
か
ら
介
護
保
険

事
業
費
が
改
正
に
な
り
、
町
が

独
自
に
実
施
す
る
事
業
は
何
か
。

答�

　
地
域
支
援
事
業
の
中
で
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
と
認

知
症
関
係
で
す
。
訪
問
活
動
職

員
や
医
師
の
計
５
名
で
チ
ー
ム

編
成
し
、
必
要
に
応
じ
て
訪
問

に
よ
る
認
知
症
の
把
握
な
ど
、

素
早
く
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ぜひ傍聴においでください。

手続きは、３階議場入口で住所氏名を記入するだけです。

くわしい日程は、後日テレビ電話告知等でお知らせします。

議会を傍聴する際、３階へはエレベーターをご利用ください。

次回の定例会は６月上旬に行なわれます
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磐
梯
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
改
正

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
改

正
に
伴
い
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

磐
梯
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正　

主
に
地
方
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

磐
梯
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条

例
の
一
部
改
正

　
所
掌
事
項
に
教
育
長
の
給
料

額
に
関
す
る
事
項
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
時
期

の
変
更
に
係
る
地
方
税
法
の
改

正
に
伴
い
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

磐
梯
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正　

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写

し
の
閲
覧
手
数
料
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

財
産
の
取
得

　
慧
日
寺
門
前
市
整
備
の
た
め
、

歴
史
的
風
致
形
成
建
物
が
取
得

さ
れ
ま
し
た
。

磐
梯
町
磐
梯
七
ツ
森
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定

　
磐
梯
町
七
ツ
森
セ
ン
タ
ー
の
管

理
を
引
き
続
き
今
後
３
年
間
、
継

続
し
て
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
　
磐
梯
七
ツ
森
開
発
㈱

　
　
代
表
取
締
役
　
弓
田
八
平

条
例
改
正

財
産
取
得

指
定
管
理

補正予算の概要
問�

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
で
、
未
発
送
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
も
交
付
事
務
は
、
続

け
る
の
か
。

答�

　
行
方
不
明
者
等
の
２
人
が
未
発
送
で
す
。
ま

た
、
交
付
事
務
は
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
交
付
が
終

了
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
続
き
ま
す
。

問�

　
町
外
市
町
村
に
あ
る
保
育
所
へ
の
入
所
は
、

ど
の
よ
う
な
場
合
に
認
め
ら
れ
る
の
か
。

答�

　
家
庭
の
事
情
で
、
両
親
が
町
外
に
勤
め
て
い

る
等
の
理
由
で
、
他
自
治
体
で
受
け
入
れ
可
能

で
あ
れ
ば
、
そ
の
自
治
体
に
あ
る
保
育
所
に
入

所
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

問�

　
防
災
無
線
施
設
費
の
減
額
が
大
き
い
理
由
は
。

答�

　
防
災
無
線
工
事
発
注
の
請
負
差
に
よ
る
も
の

で
す
。

問�

　
職
員
の
時
間
外
手
当
が
増
え
て
い
る
が
、
平

成
29
年
度
の
職
員
配
置
等
に
つ
い
て
、
ど
う
し

て
い
く
の
か
。

答�
　
時
間
外
手
当
が
多
い
の
は
、
現
場
を
も
っ
て

い
る
事
業
課
な
ど
で
す
。
職
員
数
は
限
ら
れ
て

お
り
、
財
政
面
を
考
え
る
と
人
員
を
増
や
す
こ

と
も
で
き
な
い
た
め
、
職
員
配
置
に
配
慮
し
て

い
き
ま
す
。

会　計 補正額 補正後の予算総額 主な内容

一般会計
（第９号）

△2億8,000万8千円 44億0,482万8千円
法人町民税･寄附金･地方創生事業費･ま

ちづくり交付金事業費･防災無線施設費

国民健康保険 △2,240万3千円 5億0,007万5千円 年度末の整理予算　保険給付費

後期高齢者医療 △211万1千円 4,078万8千円 年度末の整理予算　広域連合納付金

介護保険 △1,113万4千円 4億6,654万2千円 年度末の整理予算　介護サービス給付費

簡易水道 △10万円 1,607万円 年度末の整理予算　管理費

公共下水道 △50万円 1億3,824万3千円 年度末の整理予算　施設管理費

磐
梯
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
時
期

の
変
更
に
伴
い
、
保
険
料
の
減

額
賦
課
の
期
限
が
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

磐
梯
町
条
例
の
形
式
を
左
横
書
き

と
す
る
条
例

　
町
の
条
例
の
形
式
を
縦
書
き

か
ら
左
横
書
き
と
す
る
た
め
、
必

要
な
事
項
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

条
例
制
定
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2017  町長の施政方針
　磐梯町振興計画に掲げる、基本理念「温もりと活力あるま

ちづくり」の具現化に向け、５つの基本目標を柱に、各施策

を展開してまいります。

　「まちづくりは人づくり、人づくりはすなわち教育」を根

幹に据え、地方創生「磐梯町総合戦略」事業、「歴史的風致

維持向上計画」事業など今後の町活性化に繋がる重要施策を

推進していきます。

・
幼
・
小
・
中
の
よ
り
充
実
し
た
一
貫
教
育
の
推
進

・
英
語
教
育
の
充
実

・
幼
児
教
育
の
更
な
る
充
実

・
中
学
校
周
辺
施
設
の
整
備

・
生
涯
学
習
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

・�

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
町
民
の
体
力
向
上
や
健

康
維
持
増
進

・
歴
史
的
建
造
物
保
存
・
ま
ち
な
み
整
備

・
史
跡
慧
日
寺
跡
周
辺
の
環
境
整
備

・
教
育
交
流
や
経
済
交
流
な
ど
、
多
様
な
交
流
の
推
進

文
化
が
薫
り
、
凛
々
し
さ
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り

・
循
環
型
有
機
農
法
等
に
よ
る
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化

・
薬
草
の
里
づ
く
り

・
地
域
振
興
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行

・�

地
域
産
業
の
活
性
化
と
地
元
雇
用
の
創
出
が
図
ら
れ
る
優

良
企
業
の
誘
致

人
び
と
が
輝
き
、
躍
動
感
の
あ
る
産
業
づ
く
り

薬草栽培の試験圃場

「ふれあいセンター」での水泳
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・
町
医
療
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
と
施
設
機
能
の
充
実

・
健
康
づ
く
り
の
推
進

・
障
害
福
祉
の
充
実

・
高
齢
者
福
祉
の
充
実

・
認
知
症
患
者
の
対
策

・�

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
環
境
の
整
備

と
も
に
支
え
合
う
、
安
心
の
暮
ら
し
づ
く
り

・
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
継
続

・
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
や
減
量
化
な
ど
の
更
な
る
推
進

・
橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
事
業

・
新
た
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築

・�

火
山
防
災
マ
ッ
プ
作
成
や
防
災
施
設
整
備
基
本
構
想

策
定
に
よ
る
防
災
体
制
の
確
立

自
然
と
歴
史
が
調
和
す
る
、
品
格
の
街
づ
く
り

・�

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
化
・
財
政
健
全
化
の

構
築

・
補
助
事
業
の
活
用
と
優
位
な
財
源
確
保

と
も
に
考
え
、
行
動
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

保健福祉センターでの「キッズふれあい広場」

不法投棄パトロール

役場窓口対応



8

　   佐  藤  淳  一　議 員   　

１．買い物弱者への対応について
２．役場職員の防災協力体制について

　   古  川  　  綾　議 員   　

１．�就農希望者受け入れ等に伴う空き家
の活用について

２．企業誘致や創業支援の政策について

　   佐  藤  貞  夫　議 員   　

１．本寺の「歴史まちづくり」について
２．諏訪山町営住宅の環境整備について

　   瀨  田  晃  旬　議 員   　

１．町振興計画（第四次修正）について
２．�幼稚園休業日のこども館での給食提
供について

　   小  林  修  治　議 員   　

１．�お年寄りが安心して住めるまちづく
りについて

２．園児等の通園路等の除雪について
３．�まち・ひと・しごと創生総合戦略に
ついて

を

政　 問

町� う（一般質問）

臨時会

２
月
10
日

◇
専
決
処
分
事
項
の
承
認

（
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
））

　
上
西
連
地
内
で
発
生
し
た
町
道
災
害
に
つ
い
て
、
緊

急
を
要
す
る
復
旧
工
事
を
し
た
た
め
、
専
決
処
分
の
承

認
を
し
ま
し
た
。

◇
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給
与
を
改
正
し
ま
し
た
。

　◇�

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
議
員
の
報
酬
を
改
正
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
議
等

に
出
席
し
た
際
の
費
用
弁
償
を
廃
止
し
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　
　
人
事
異
動
に
伴
い
、
人
件
費
を
補
正
し
ま
し
た
。

（登壇順）

繰
越
明
許
費

・
西
部
地
区
道
路
建
設
事
業�

８
０
０
万
円

・
町
道
大
寺
六
区
日
曹
線
道
路
改
良
舗
装
事
業

�

３
，５
４
２
万
円

・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業�

９
，３
６
８
万
円

・
町
道
漆
方
仁
渡
線
道
路
改
良
舗
装
事
業

�

８
，８
４
３
万
円

・
普
通
河
川
花
川
（
本
寺
地
内
）
河
川
整
備
事
業

�

１
億
２
，６
０
４
万
円

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

　
６
，
０
４
３
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
４
億

６
，
５
２
５
万
９
千
円
と
定
め
る
。
併
せ
て
、
地
方
債

の
補
正
・
繰
越
明
許
費
の
設
定
を
行
う
。

歳
入
の
主
な
も
の

・
自
動
車
重
量
譲
与
税�

２
３
９
万
円

・
地
方
消
費
税
交
付
金�

１
，３
３
７
万
円

・
特
別
地
方
交
付
税�

４
，８
８
９
万
円

・
公
共
施
設
整
備
基
金
繰
入
金�

△
２
１
０
万
円

歳
出
の
主
な
も
の

・
医
療
セ
ン
タ
ー
負
担
金�

１
，５
０
０
万
円

・
道
路
橋
梁
点
検
委
託
料�

△
５
９
４
万
円

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金�

７
，０
０
０
万
円

地
方
債
の
補
正

・
過
疎
対
策
事
業
債�

△
３
８
０
万
円

３
月
28
日

請
　
　
願

次
の
請
願
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

 

採
　
択 

�

◆�

東
京
電
力
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の
全
基
廃
炉
を
強

く
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
請
願

書

（
磐
梯
町
の
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
か
ら
守
る
会
）

臨時会

意
見
書

　
議
員
提
出
の
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
に
送
付

さ
れ
ま
し
た
。

◇�

東
京
電
力
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の
全
基
廃
炉
を
強

く
求
め
る
意
見
書
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一
般
質
問 町スーパー閉店後における買い物弱者への対策を問う

　   佐　藤　淳　一　議員 　  

役
場
職
員
の
防
災
協
力
体
制

に
つ
い
て

【
質
問
】
町
の
ス
ー
パ
ー
「
Ｙ
Ｏ

Ｕ
・
ゆ
ー
」
が
平
成
28
年
３
月
の

役
員
会
で
閉
店
を
決
め
、
町
に
対

し
て
、
施
設
と
敷
地
の
譲
渡
及
び

活
用
を
求
め
る
要
望
書
を
町
に
提

出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
町
が

実
施
し
た
代
替
え
先
の
打
診
状
況

を
問
う
。

【
町
長
】
大
手
ス
ー
パ
ー
等
、
数

社
に
お
話
を
し
、
大
変
難
し
い
旨

の
回
答
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
施
設
は
町
内
中
心
地
に
位
置
し

複
合
商
業
施
設
の
役
割
を
担
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
対
応
策
に

つ
い
て
、
行
政
が
手
を
差
し
伸
べ

る
こ
と
は
、
町
全
体
の
活
力
を
持

続
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】「
道
の
駅
ば
ん
だ
い
」

で
の
食
料
品
・
日
用
品
の
充
実
な

ど
の
補
完
が
可
能
か
、
ま
た
検
討

す
る
余
地
が
あ
る
か
問
う
。

【
町
長
】
現
状
で
は
販
売
ス
ペ
ー

ス
に
余
裕
が
な
い
た
め
、
お
客
様

に
満
足
い
た
だ
け
る
食
料
品
・
日

用
品
等
の
充
実
に
向
け
て
、
指
定

管
理
者
「
株
式
会
社
会
津
嶺
の
里
」

と
協
議
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

【
質
問
】
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
に

も
備
え
る
た
め
、
移
動
販
売
の
検

討
は
必
須
で
あ
る
。
移
動
販
売
に

対
す
る
町
の
支
援
は
可
能
か
。

【
町
長
】
買
い
物
に
支
障
が
出
な

い
よ
う
に
、
町
内
配
送
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
活
用
等
に
つ
い
て
、
商

工
会
と
緊
密
に
連
携
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

【
質
問
】
会
津
若
松
市
等
の
商
業

施
設
へ
、
買
い
物
支
援
バ
ス
の
運

行
も
必
要
と
考
え
る
が
、
町
と
し

て
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
問
う
。

【
町
長
】
他
の
町
村
に
お
い
て
、

買
い
物
支
援
バ
ス
を
運
行
し
て
い

る
事
例
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に

町
内
の
商
店
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ

ま
す
の
で
、
慎
重
に
調
査
・
研
究

【
質
問
】
全
国
的
に
地
方
自
治
体

の
消
防
団
員
確
保
が
難
し
い
と
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
、
磐
梯
町
で

も
新
規
団
員
の
確
保
は
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
中
の
火

災
な
ど
で
は
、
役
場
職
員
の
団
員

が
頼
み
の
綱
で
あ
り
、
現
在
、
町

消
防
団
に
入
団
し
て
い
る
人
数
と

職
員
に
占
め
る
割
合
を
問
う
。

【
町
長
】
現
在
、
入
団
職
員
は
13

名
で
、
概
ね
半
数
が
入
団
し
て
い

ま
す
。
未
入
団
の
12
名
中
10
名
は

町
外
居
住
者
で
あ
り
、
２
名
は
既

に
退
団
し
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】
町
内
火
災
の
初
期
消
火

や
突
然
の
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、

役
場
消
防
団
を
組
織
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
併
せ
て
、
有
事
の

際
に
お
け
る
町
職
員
の
役
割
と
し

て
、
被
害
状
況
の
確
認
、
住
民
の

避
難
誘
導
、
後
方
支
援
活
動
な
ど

も
考
え
ら
れ
る
が
、
時
間
外
や
休

日
に
お
け
る
指
揮
命
令
系
、
町
職

員
の
招
集
範
囲
と
運
用
方
法
に
つ

い
て
問
う
。

【
町
長
】
過
去
、
役
場
内
に
消
防

団
組
織
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
地

域
の
分
団
に
所
属
す
べ
き
と
の
考

え
か
ら
解
散
に
至
っ
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
の
役
場
職
員
の
活

動
体
制
、
動
員
基
準
な
ど
は
、
平

成
26
年
度
に
策
定
の
磐
梯
町
地
域

防
災
計
画
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、

災
害
の
状
況
に
よ
り
、
職
員
の
招

集
範
囲
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

緊
急
連
絡
網
に
よ
り
、
総
務
課
か

ら
各
課
長
、
各
課
長
か
ら
職
員
に

伝
達
さ
れ
、
勤
務
時
間
外
、
休
日

等
も
参
集
し
配
備
に
つ
き
ま
す
。

現
在
、
災
害
時
の
団
員
招
集
に
つ

い
て
、
人
的
不
足
や
初
期
対
応
の

遅
れ
は
発
生
し
て
い
な
い
と
認
識

を
し
て
い
ま
す
。

（町長）

町民サービスと財政運営の両面から方針を決めていきたい

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
質
問
】「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
ゆ
ー
」
の

有
効
活
用
に
関
し
て
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
く
の

か
問
う
。

【
町
長
】
現
在
、
様
々
な
角
度
か

ら
利
用
方
法
の
検
討
を
行
っ
て
お

り
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
と
財
政
運
営

の
両
面
か
ら
方
針
を
決
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ショッピングセンターＹＯＵ・ゆー
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一
般
質
問

【
質
問
】
農
業
の
担
い
手
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た

め
に
は
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
が

不
可
欠
で
あ
る
。
昨
年
の
９
月
議

会
で
可
決
さ
れ
た
、
磐
梯
町
空
き

家
等
対
策
協
議
会
設
置
条
例
の
制

定
後
の
進
捗
及
び
今
後
予
定
し
て

い
る
活
動
内
容
を
問
う
。

【
町
長
】
現
在
、
空
き
家
の
状
況

聞
き
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
29
年

度
に
実
態
を
詳
細
に
調
査
し
、
対

象
家
屋
の
選
定
な
ど
基
礎
資
料
を

整
備
し
な
が
ら
、
協
議
会
を
３
回

程
開
催
予
定
で
、
委
員
及
び
関
係

機
関
等
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
計

画
策
定
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
町
外
か
ら
の
就
農
希
望

者
に
よ
る
住
宅
等
の
相
談
へ
の
対

応
や
、
空
き
家
等
の
周
知
の
方
法

を
問
う
。

【
町
長
】
平
成
26
年
度
か
ら
平
成

28
年
12
月
末
ま
で
受
け
入
れ
た
当

町
の
新
規
就
農
者
６
名
の
内
２
名

が
町
外
者
で
、
就
農
希
望
者
の
住

宅
等
は
、
関
係
機
関
及
び
本
人
か

ら
の
申
し
出
等
に
よ
り
対
応
し
て

お
り
ま
す
。
空
き
家
情
報
の
提
供

は
、
当
面
は
県
及
び
農
業
関
係
機

関
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
し
、
提
供
す
る
考
え
で
す
。

【
質
問
】
空
き
家
活
用
の
支
援
策

に
つ
い
て
、
福
島
県
で
は
過
去

２
ヵ
年
に
わ
た
り
定
住
促
進
の
た

め
空
き
家
・
ふ
る
さ
と
復
興
支
援

事
業
で
助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
加
え
て
独
自
の
支
援
策
を

設
け
て
い
る
市
町
村
も
見
ら
れ
る
。

磐
梯
町
に
お
い
て
も
独
自
の
支
援

策
は
検
討
し
て
い
る
か
問
う
。

【
町
長
】
空
き
家
に
対
す
る
町
独

自
の
支
援
制
度
は
設
け
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
住
宅
改
修
助
成
と
し
て
、

生
活
環
境
改
善
事
業
補
助
金
や
他

市
町
村
が
空
き
家
関
連
支
援
制
度

と
し
て
活
用
し
て
い
る
、
木
造
住

宅
耐
震
改
修
補
助
金
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
近
隣
市
町
村
の
支
援
制

度
の
実
態
を
見
ま
す
と
、
あ
ま
り

効
果
が
な
い
状
況
で
あ
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
空
き

家
の
実
態
調
査
を
踏
ま
え
た
中
で
、

国
の
支
援
補
助
金
等
も
含
め
調
査
・

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
現
在
の
公
営
住
宅
は
低

所
得
者
や
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
単
身
で
も
入
る

こ
と
の
で
き
る
町
独
自
の
住
宅
整

備
を
検
討
で
き
な
い
か
。

【
質
問
】
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

維
持
や
町
内
生
活
福
祉
バ
ス
と
地

域
タ
ク
シ
ー
の
二
重
運
行
に
よ
る

財
政
負
担
が
危
惧
さ
れ
る
。
財
源

確
保
に
向
け
、
税
収
ア
ッ
プ
に
寄

与
す
る
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
昭

和
60
年
制
定
の
工
場
誘
致
条
例
で

設
立
さ
れ
た
工
場
誘
致
促
進
委
員

会
が
行
わ
れ
た
回
数
を
問
う
。

【
町
長
】
工
場
誘
致
促
進
委
員
会

の
開
催
状
況
は
、
記
録
に
残
る
も

の
で
昭
和
60
年
か
ら
平
成
15
年
ま

で
に
計
６
回
で
す
。

【
質
問
】
現
在
の
工
場
誘
致
条
例

で
は
、
従
業
員
10
名
以
上
で
工
場

へ
の
投
下
予
算
が
１
千
万
以
上
の

工
場
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、

投
資
が
少
な
い
情
報
産
業
等
の
多

様
な
業
種
も
視
野
に
入
れ
た
制
度

企
業
誘
致
や
創
業
支
援
の

政
策
に
つ
い
て

見
直
し
や
、
会
津
若
松
市
の
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
西

会
津
町
の
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

の
よ
う
な
創
業
支
援
の
場
を
設
け

る
こ
と
も
有
効
な
の
で
は
な
い
か
。 

就
農
希
望
者
へ
空
き
家
利
活
用
の
推
進
を
す
べ
き

　   

古
　
川
　
　
　
綾
　
議
員 

　  

【
町
長
】
住
宅
整
備
関
連
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
民
間
活
力
を
生

か
し
た
対
策
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

単
身
者
の
需
要
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
町
長
）

実
態
調
査
を
踏
ま
え
た
上
で
方
針
を
決
定
し
た
い

【
町
長
】
工
場
誘
致
条
例
は
製
造

業
を
対
象
と
し
創
設
さ
れ
た
も
の

で
す
が
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
等
、
優

良
企
業
の
誘
致
に
向
け
、
制
度
の

仕
組
み
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

創
業
者
支
援
に
つ
い
て
も
、
地
方

創
生
の
担
い
手
創
出
と
い
う
観
点

か
ら
、
有
効
な
手
段
と
認
識
し
て

お
り
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基

づ
く
創
業
支
援
事
業
計
画
を
早
急

に
策
定
し
ま
す
。

西会津町テレワークセンター
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【
質
問
】「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
」

に
関
し
、
町
が
本
寺
で
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
は
、
本

寺
地
区
74
戸
配
布
、
回
収
60
戸
中
、

後
継
者
が
い
な
い
、
お
金
が
な
い

な
ど
、
様
々
な
理
由
か
ら
、
24
戸

か
ら
住
宅
の
改
修
を
避
け
る
回
答

が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
方
、
多
く
の
方
が
、

参
道
沿
い
の
改
修
に
こ
そ
力
を
入

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
が
、
参

道
沿
い
の
協
力
が
少
な
い
場
合
、

観
光
の
た
め
の
「
歴
史
ま
ち
づ
く

り
」
の
目
的
か
ら
大
き
く
そ
れ
る

の
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
今
後

の
見
通
し
は
ど
う
な
の
か
。

【
町
長
】
順
次
、
参
道
沿
い
と
観

光
客
の
回
遊
ル
ー
ト
に
位
置
す
る

方
々
の
理
解
と
協
力
を
得
て
整
備

を
し
た
い
。
最
終
的
な
目
標
と
し

て
は
、
本
寺
地
区
全
戸
が
対
象
で

あ
り
ま
す
。

【
質
問
】
花
川
の
河
川
整
備
よ
り
、

ま
ず
は
史
跡
慧
日
寺
本
体
の
遺
構

を
復
元
し
、
充
実
す
る
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
の
か
。
災
害
の
危
険

が
あ
る
な
ら
ば
、
河
川
の
整
備
は

必
要
で
あ
る
だ
ろ
う
が
、
今
、
ど

う
な
の
か
。

に
と
っ
て
、
便
利
で
快
適
な
も
の

と
な
る
よ
う
整
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
や
共
用
部
分
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
等
の
移
動
の
利
便

性
及
び
安
全
性
の
確
保
を
適
切
に

図
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
義
務
付
け
て

い
る
が
、
諏
訪
山
住
宅
の
環
境
整

備
に
関
し
、
予
算
上
の
理
由
で
、

駐
車
場
の
舗
装
計
画
が
途
中
で
消

え
て
し
ま
っ
た
が
、
今
後
の
舗
装

計
画
と
、
冬
場
に
お
け
る
共
用
部

分
で
の
高
齢
者
宅
や
未
入
居
部
分

の
除
雪
に
つ
い
て
の
町
の
対
策
は
。

諏
訪
山
町
営
住
宅
の
環
境

整
備
に
つ
い
て

【
質
問
】
町
営
住
宅
等
の
整
備
基

準
を
定
め
る
条
例
の
第
４
条
や
第

13
条
で
は
、
安
全
、
衛
生
、
美
観

な
ど
を
考
慮
し
、
か
つ
、
入
居
者

花川の整備は、防災対策を主に行うべきでは！

　   佐　藤　貞　夫　議員 　  

（町長）

自然石の護岸整備で良好な景観を後世に引き継ぎたい

【
町
長
】
駐
車
場
の
舗
装
に
つ
い

て
は
、
町
営
住
宅
全
体
の
整
備
計

画
の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
共
用
部
分
で
の
高
齢
者
宅
周
り

の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
民
生
委
員

の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
著
し
い

状
況
の
際
は
、
本
人
か
ら
の
申
請

が
な
く
と
も
除
雪
を
実
施
し
て
お

り
、
未
入
居
部
分
の
除
雪
は
、
管

理
人
や
区
長
等
の
関
係
者
と
打
合

せ
を
し
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

【
町
長
】
現
状
は
、
災
害
対
応
の

た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

の
人
口
的
な
護
岸
と
な
っ
て
い
ま

す
。
金
堂
前
を
流
れ
る
花
川
は
、

狭
小
で
一
部
史
跡
の
指
定
地
内
に

も
入
っ
て
お
り
、
歴
史
的
復
元
建

物
と
調
和
の
と
れ
た
自
然
石
の
護

岸
整
備
で
、
良
い
景
観
を
後
世
に

残
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。史跡慧日寺金堂前の花川

未舗装の諏訪山町営住宅駐車場
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幼
稚
園
休
業
時
の
こ
ど
も

館
で
の
給
食
に
つ
い
て

【
質
問
】
史
跡
慧
日
寺
跡
環
境
整

備
事
業
（
第
二
期
）
の
計
画
内
容

と
復
元
完
成
に
向
け
て
、
町
長
の

考
え
を
問
う
。

【
町
長
】
昨
年
１
月
、
歴
史
的
風

致
維
持
向
上
計
画
が
３
大
臣
の
認

定
を
受
け
、
景
観
整
備
を
進
め
て

お
り
、
ま
た
、
史
跡
整
備
指
導
委

員
会
に
検
討
い
た
だ
い
て
き
た
第

二
期
の
整
備
方
針
が
承
認
さ
れ
、

２
月
に
町
は
答
申
を
い
た
だ
き
、

中
心
伽
藍
北
半
分
の
講
堂
・
食
堂
・

仏
堂
、
さ
ら
に
磐
梯
明
神
の
計
４

棟
の
立
体
復
元
に
向
け
て
取
り
組

む
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

【
質
問
】
歴
史
的
建
造
物
保
存
修

理
１
棟
は
、
母
屋
だ
け
の
修
理
な

の
か
。
蔵
や
小
屋
、
土
地
な
ど
の

整
備
計
画
と
活
用
方
法
を
問
う
。

【
町
長
】
平
成
29
年
度
一
般
会
計

【
質
問
】
核
家
族
や
共
働
き
世
帯

で
は
、
幼
稚
園
が
春
休
み
等
の
連

休
時
に
、
子
供
の
弁
当
を
作
る
の

に
余
裕
が
な
く
大
変
な
こ
と
か
ら
、

「
こ
ど
も
館
で
も
保
育
所
同
様
の

全
日
、
給
食
の
提
供
を
お
願
い
し

た
い
」
と
の
要
望
書
が
働
く
マ
マ

達
か
ら
町
長
に
提
出
さ
れ
た
が
、

そ
れ
に
対
す
る
町
長
の
考
え
を
伺

う
。

【
町
長
】
給
食
は
、
学
校
給
食
法

に
よ
り
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
の
児
童
や
生
徒
に
対
し
て
実

施
さ
れ
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
ど
も
館
は
町
独
自
の
施
設

の
た
め
、
学
校
給
食
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
共
同
調
理
場
に

お
い
て
こ
ど
も
館
へ
の
給
食
提
供

は
で
き
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、

食
育
の
取
り
組
み
に
も
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
担
当
課
で
個
別
相
談
等
に

乗
り
な
が
ら
、
助
言
・
ア
ド
バ
イ

ス
等
を
し
て
い
き
ま
す
。

民
家
の
改
修
が
10
年
で
可
能
か
？

　   

瀨
　
田
　
晃
　
旬
　
議
員 

　  

（
町
長
）

本
寺
全
体
は
難
し
い
が
、
継
続
し
て
取
り
組
み
た
い

当
初
予
算
に
、
改
修
工
事
費
６
千

万
円
計
上
し
、
建
物
は
観
光
案
内

的
な
機
能
を
有
す
る
休
憩
施
設
と

し
、
土
地
は
慧
日
寺
門
前
市
と
同

様
の
ス
タ
イ
ル
で
、
地
元
で
収
穫

さ
れ
た
野
菜
の
販
売
ス
ペ
ー
ス
等

に
活
用
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お

り
、
地
区
及
び
関
係
機
関
の
意
見

を
聞
い
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】「
史
跡
慧
日
寺
跡
環
境

整
備
事
業
（
第
二
期
）」
と
「
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
が
重

な
り
、
10
年
間
で
事
業
を
行
う
と

な
れ
ば
、
財
政
的
に
も
、
ま
た
、

担
当
部
署
へ
の
業
務
負
担
も
多
く

な
る
が
、
事
業
推
進
上
、
ど
の
よ

う
な
工
夫
や
対
策
を
行
い
進
め
て

い
く
の
か
問
う
。

【
町
長
】
財
政
面
に
お
い
て
は
補

助
事
業
を
原
則
と
し
、
補
助
残
に

つ
い
て
は
過
疎
債
を
充
当
し
た
い
。

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

補
助
事
業
を
原
則
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
補
助
の
採
択
、
地
域
住

民
と
の
合
意
形
成
を
基
本
と
し
、

関
係
各
課
が
連
携
を
取
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

町が取得した民家

手作りおべんとうを食べている子供たち
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【
質
問
】
お
年
寄
り
と
子
ど
も
が

交
流
で
き
る
取
り
組
み
を
一
般
行

政
と
教
育
行
政
の
立
場
で
そ
れ
ぞ

れ
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
幼
稚
園
、
各
学
校
で
は

年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、

教
科
の
授
業
に
影
響
の
な
い
よ
う
、

で
き
る
限
り
の
活
動
時
間
を
確
保

し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】
高
齢
者
を
生
か
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
町
の
施
策
は
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
高
齢
者
が
社
会
的
な
役

割
を
担
い
、
社
会
に
参
加
し
て
健

康
で
生
き
が
い
が
も
て
る
よ
う
活

動
す
る
も
の
で
、
町
も
関
係
機
関

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お年寄りと子どもの交流できる取り組みは

　   小　林　修　治　議員 　  

（町長）

できる限りの活動時間を確保している

園
児
等
の
通
園
路
等
の
除

雪
に
つ
い
て

【
質
問
】
通
学
・
通
園
路
の
設
定

に
つ
い
て
、
そ
の
指
針
や
基
準
が

あ
る
と
思
う
が
、
現
在
の
設
定
状

況
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
進
め
て
き
た
の
か
。

【
町
長
】
毎
年
児
童
が
居
住
す
る

区
域
に
各
学
校
の
教
員
が
出
向
き
、

保
護
者
、
児
童
と
と
も
に
危
険
箇

所
を
点
検
し
て
お
り
、
通
学
・
通

園
に
つ
い
て
も
、
危
険
箇
所
を
通

ら
な
い
よ
う
に
周
知
を
徹
底
し
て

お
り
ま
す
。

【
質
問
】
通
園
・
通
学
路
の
除
雪

作
業
の
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

【
町
長
】
除
雪
は
、
学
校
・
公
共

施
設
・
駅
・
病
院
等
に
通
じ
る
道

路
や
バ
ス
路
線
、
そ
の
他
重
要
な

生
活
道
路
に
つ
い
て
、
交
通
に
支

障
を
及
ぼ
す
と
判
断
さ
れ
る
場
合

に
出
動
し
て
お
り
、
通
勤
・
通
学

時
間
帯
に
間
に
合
う
よ
う
に
除
雪

作
業
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】
お
年
寄
り
に
と
っ
て
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
が
で
き
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
認

識
を
持
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
町
民
の
生
活
に
支
障
が

出
な
い
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

【
質
問
】
独
り
暮
ら
し
に
対
す
る

基
盤
の
充
実
・
安
心
生
活
を
創
造

す
る
た
め
の
地
域
福
祉
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
町
で
は
医
療
セ
ン
タ
ー
・

社
協
を
核
に
、
地
域
に
お
け
る
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
包
括
な
ケ
ア

を
行
っ
て
い
る
と
同
時
に
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
除
雪
や
親
睦
交
流
、
外

出
支
援
、
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
、

さ
ら
に
は
在
宅
生
活
で
支
障
と
な

る
場
合
に
つ
い
て
は
、
住
宅
改
修

の
一
部
を
支
援
す
る
な
ど
、
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

【
質
問
】
民
生
委
員
の
活
動
実
態

と
関
わ
り
に
つ
い
て
、
今
後
、
町

関
係
機
関
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
民
生
委
員
協
議
会
や
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し

て
い
る
方
々
が
、
生
活
実
態
に
応

じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
民
生
委

員
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
質
問
】
健
康
長
寿
社
会
の
実
現

へ
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、

今
後
の
取
り
組
み
が
私
た
ち
の
生

活
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
く

る
の
か
。

【
町
長
】
平
成
29
年
度
か
ら
新
し

い
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
の
で
、
瑠
璃
の
里
の
医
療
と

介
護
の
枠
組
み
を
さ
ら
に
新
た
な

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
さ
せ

な
が
ら
、
す
べ
て
の
町
民
の
皆
様

が
健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
に
一
層
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

幼稚園児と高齢者のものづくり

バス路線の早朝除雪作業
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議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

議
　
長�

鈴
木
久
一

広
報
委
員
会

委
員
長�

佐
藤
淳
一

副
委
員
長�

佐
藤
孝
則

委
員�

佐
藤
貞
夫

委
員�

齋
藤
　
博

　
食
育
教
育
の
大
切
さ
は
、
い

つ
の
時
代
に
な
っ
て
も
少
し
も

変
わ
ら
な
い
と
思
う
。
い
ま
の

子
供
達
は
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
献
立
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
、

昼
食
は
み
ん
な
同
じ
内
容
の
食

事
を
し
て
い
る
。
朝
食
、
夕
食

は
各
家
庭
で
の
食
事
と
な
る
。

　
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
子

供
達
と
一
緒
に
な
っ
て
時
々
で

も
よ
い
か
ら
食
事
料
理
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
、
食
育
教
育
の

大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。

　『
体
育
智
育
才
育
は
即
ち
食

育
な
り
』

　
大
人
に
な
っ
て
も
自
分
一
人

で
簡
単
な
調
理
は
で
き
る
と
な

る
と
将
来
の
人
生
も
素
晴
ら
し

い
も
の
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

（
文
責
　
齋
藤
　
博
）

編
集
後
記

　
二
年
前
に
区
長
代
理
、
本
年
の
四

月
よ
り
大
寺
一
区
の
区
長
と
な
り
、

行
政
区
の
様
々
な
事
業
等
に
携
わ
っ

て
お
り
ま
す
が
、
区
長
代
理
と
は
立

場
が
異
な
り
職
責
の
重
さ
を
改
め
て

痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
前
任
者
の
元
橋
力
さ
ん
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
13
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
区
長
の
重
責
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た

こ
と
に
対
し
、
改
め
て
敬
意
を
表
す

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
当
行
政
区
は
山
道
地
区
の

宅
地
分
譲
に
伴
い
、
地
区
戸
数
が
増

加
し
磐
梯
町
で
は
最
も
大
き
な
行
政

区
と
な
り
、
昭
和
61
年
に
班
制
度
か

ら
組
制
度
を
と
り
５
組
13
班
体
制
で

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

み
ん
な
の
声

　
し
か
し
な
が
ら
、
当
行
政
区
も
高

齢
化
が
進
み
、
そ
れ
に
伴
い
空
き
家

23
戸
と
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
将
来
的
に
も

当
行
政
区
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

町
全
体
の
問
題
と
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。

　
行
政
に
お
い
て
も
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
は
講
じ
て
い
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
防
災
や
非
行
、
更
に
は
犯
罪

等
の
場
を
根
本
か
ら
絶
つ
と
い
う
観

点
か
ら
、
持
ち
主
や
金
銭
等
の
問
題

は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
空
き
家
の

利
活
用
等
を
踏
ま
え
早
急
に
対
策
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
行
政
区
で
は
、「
自
分
の
行
政

大
寺
一
区
区
長

�

穴
澤
　
　
貢 

さ
ん

区
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
を
合
言
葉

に
、
毎
月
２
回
、
犯
罪
等
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
空
き
家
等
の
点
検
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
も
行
政
と
一
体
と
な
り
、
こ

う
し
た
活
動
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
磐
梯
町
の
発
展
を
心
よ
り

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　町民の要望などを直接反映させるための方法として、

だれでも請願書や陳情書を議会に提出することができま

す。

　議会では、議員の紹介があるものを「請願」、紹介が

ないものを「陳情」として扱っています。

議会に参加しましょう

ご意見ご要望をお寄せください

☎ ７４－１２１９　　Fax ７３－４３０１

E-mail:bandai-gikai@town.bandai.fukushima.jp


